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英語科の学習 

 

１ 教科の目標 

   英語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、情報や考え方などを 

理解したり、表現したり伝え合ったりする力をつける。 

２ 学習のしかた 

  予 習 ・新出語句の意味を調べ、本文をノートに書く。 

  授 業 ・積極的に授業に参加する。 

・コミュニケーション活動をしっかりとする 

・元気よく声を出す。 

  復 習 ・ノートの復習をする。 

      ・小テストの練習をする。 

      ・発表等の練習をする。 

３ 学習予定 

学期 月 学習内容 アドバイス 評価方法 

１ ４ 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

Unit 0 1 年生の振り返り 

Unit 1  

・未来形 

・動詞＋A＋B の表現 

Unit 2 

・接続詞の使い方 

Unit 3 

・不定詞の使い方 

 

・自分の将来について書く 

・過去形の表現の復習をしよう 

 

・これからの予定について、たずねたり伝えた

りしよう 

 

・接続詞を使って、紹介分などを書いてみよう 

 

・不定詞を使って、自分の体験や学んだことに

ついて、たずねたり伝えたりしよ 

1年を通して 

・表現活動 

・ノート作り 

・ワークシート 

・プリント 

・小テスト 

 

定期テスト 

 

スピーキングテスト 

 

課題テスト 

 

夏休み 単語 100 個のスペリング練習に挑戦しよう 

２ ８ 

９ 

 

10 

 

 

11 
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Unit 4 

・助動詞の使い方 

 

Unit 5 

・助動詞・不定詞の応用 

 

Unit 6 

・比較表現 

 

・調べて、結果を発表する 

 

・助動詞を使って習慣やマナーについて、たず

ねたり伝えたりしよう 

 

・身近なもの・ことについて、使い方ややり方

を説明したり、自分の考えを述べたりしよう 

 

・身近なことについて特徴を比較しながら説明

しよう。 

 

冬休み 英検の学習に取り組もう 

３ １ 

 

２ 

３ 

Unit 7 

・受け身形 

・自分の町を紹介する 

・1 年間の学習のまとめ 

 

・地域を紹介しよう 

 

・不規則動詞をまとめて理解しよう 
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４ 学習教材 

  教科書・ノート(教科書用・練習用)・ビンゴ・読みトレ・聞きトレ・プリント(辞書)など 

 

５ 評価の観点と方法 

 

６ 学習のポイント 

 ・英語は言葉、言葉はふれながら・使いながら身体で習得していくものです。毎時間の授業で英語を聞

く、話す、読む、書く活動を十分に行いましょう。 

・英語は外国語、分からないところがあって当然です。大体の内容が分かれば大丈夫。全ての言葉を理解

しようと頑張り過ぎないでください。分からないところは遠慮せず質問をしましょう！ 

・元気に大きな声で英語の授業に積極的に参加しましょう。 

・授業を充実させるためにも持ち物や宿題や予習はしっかりと準備しましょう。 

 

観  点 内  容 評価の方法 

知識・技能 英文の形・意味・用法を理解し、それらを用いて聞いた

り、読んだり、話したり、書いたりすることができる。 

定期テスト・小テスト 

ノート・ワークシート 

プリント・スピーキング

テスト・課題テスト 

表現活動全般 

観察 

思考・判断・表現 まとまりのある英文の話の概要を捉えたり、伝えたりす

ることができる。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体

的に英語を用いて伝え合おうとしている。 


